
【ｇＴＬＤ】 ドメインの転入移管マニュアル もくじ
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平素はCPIのサービスをご利用いただき、誠にありがとうございます。
本マニュアルでは、ＣＰＩ へのドメインの転入移管手順を示しています。
ご一読いただき、円滑なドメイン移管にお役立てください。
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ドメイン移管とは、ドメインの管理業者を変更するお手続きです。

ドメイン移管をおこなうと以下の点が変更になります。

◆ 該当ドメインの更新費用の請求元（支払先）。

◆ 該当ドメインに対する諸手続きの問合せ先および申込み先。

◆ 該当ドメインに登録されているDNS情報の変更権限。 など

０１．ドメイン移管の概要

ＣＰＩ では同一ドメイン名であっても、「サーバー契約」 と 「ドメイン管理契約」 は

各々を独立した契約としてお取り扱いしております。

したがって、転入移管完了後の更新請求書において、「サーバー契約」 と 「ドメイン管理契約」 を

ひとつにおまとめすることができません。予めご了承ください。

ご注意ください !



０２．移管の全体図と作業日数目安

【ｇＴＬＤ】 ドメインの転入移管は、以下の順序で作業が進みます。
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※CPIでの作業（④、⑤、⑨）とCPI側レジストラ(JPRS)での作業（⑧、⑥）は、それぞれが通常１、２営業日内にて

完了いたします。その他の作業(①、②、③、⑦)につきましては、現在の管理事業者およびそのレジストラと
契約者様での作業となりますので、作業日数は現在の管理事業者にてご確認ください。
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下記の準備作業が完了していないドメインは、CPIでは転入移管をお受けできません。
移管元にて対応方法をご確認いただき、準備を整えた後にお申し込み下さい。

０３．お申し込み前 準備作業

▼確認事項
□ Whois（公開情報）に登録中の名義情報が正しいか
□ 移管承認メールの送付先メールアドレスは有効か
□ ドメイン登録日より60日以上を経過しているか
□ 有効期限の残存期間が30日以上９年未満であるか
□ ドメインロックが解除されているかドメインの状態を確認

移管前チェックシートはⅠとⅡに分かれています。

お手続きの順番が重要となりますので、チェックシートⅡはチェックシートⅠ完了後にご対応ください。

.com/.net は、現ドメイン管理事業者へご確認いただくか、

右の図のように、下記手順にて該当ドメインのドメイン管理団体の
URLを検索し、確認事項をご確認下さい。

①【http://www.internic.net/whois.html】にアクセスしドメイン名で検索
②表示内容から【Referral URL: 】部分のURLにアクセスし、

アクセス先に設置されたWhois情報検索画面を使用し確認事項をご確認下さい。

※レジストラでの意向により、確認画面が変わる場合があります。予めご容赦下さい。

（ チェックシートⅡは７ページでご案内）

移管前チェックシートⅠ
該当ドメイン名を入力し、Submitをクリック

当ページは.com/.netを対象としたご案内です。
移管希望のドメインが.org/.biz/.infoである場合は、5ページ目以降をご参照下さい。

ご注意ください !

ドメイン管理団体(レジストラ)のURL確認箇所

記載のURLへアクセスし、サイトに設置された

Whois情報検索画面を使用しご確認下さい。
（ 詳細な確認手順は6ページをご参考下さい）

http://www.internic.net/whois.html
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下記の準備作業が完了していないドメインは、CPIでは転入移管をお受けできません。
移管元にて対応方法をご確認いただき、準備を整えた後にお申し込み下さい。

０３．お申し込み前 準備作業

▼確認事項
□ Whois（公開情報）に登録中の名義情報が正しいか
□ 移管承認メールの送付先メールアドレスは有効か
□ ドメイン登録日より60日以上を経過しているか
□ 有効期限の残存期間が30日以上９年未満であるか
□ ドメインロックが解除されているかドメインの状態を確認

移管前チェックシートはⅠとⅡに分かれています。

お手続きの順番が重要となりますので、チェックシートⅡはチェックシートⅠ完了後にご対応ください。

.org/.biz/.info は、右の図のように下記手順にて確認事項をご確認ください。

①【http://www.internic.net/whois.html】にアクセスしドメイン名で検索
表示内容から確認事項をご確認下さい。 ※レジストラでの意向により、確認画面が変わる場合があります。予めご容赦下さい。

（ 詳細な確認手順は次ページをご参考下さい）

（ チェックシートⅡは７ページでご案内）

当ページは.org/.biz/.infoを対象としたご案内です。
移管希望のドメインが.com/.netである場合は、4ページ目以降をご参照下さい。

ご注意ください !

移管前チェックシートⅠ

該当ドメイン名を入力し、Submitをクリック

http://www.internic.net/whois.html


０３．お申し込み前準備作業 （２）
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※レジストラでの意向により、確認画面が変わる場合があります。予めご容赦下さい。

Whois情報確認画面

ドメイン登録(取得)日
ドメイン取得日より60日以上経過していることをご確認ください。
60日を経過していない場合移管を行うことが出来ません。
60日経過後ドメイン移管をお申し込みください。

移管承認連絡メールの送付先

移管申請開始後【移管承認】連絡メールが送付される先のメールアドレスです。
【移管承認】連絡メールを受信し承認対応いただかなければ

移管が完了いたしませんので、必要に応じて有効なメールアドレスへ
移管元（現在の管理事業者）にて修正願います。

名義情報(ドメインの所有者様の情報)
名義情報に正しい情報が登録されているかをご確認ください。

移管元事業者名が登録されている場合は、移管元へマスク解除を

ご依頼ください。弊社への移管完了後の変更は、いかなる場合も
名義変更のお申込み(有償)が発生いたします。

※Whois情報のマスク解除できない場合は、移管元へ名義情報の

開示を直接ご依頼ください。

また、移管元で情報変更いただく場合、情報変更にともない先に

発行されたAuthcodeは無効となることがございます。

先にAuthcodeを発行されていた場合は、情報変更と併せて
Authcodeの再発行をご依頼ください。

ドメインの有効期限
有効期限の残存期間が30日以上9年未満でない場合移管を行うことが出来ません。
移管元でドメイン更新後、または9年未満となった後にドメイン移管をお申し込みください。

ドメインの状態
ｇＴＬＤドメインは管理上、第三者による不当な移管が行なわれないように、
移管元にてロックをかけているのが一般的です。

OKの表示は、ドメインロックが解除されていることを表します。
なお、ロックがかかったままでは移管できませんので移管をお申し込みいただく前に、

移管元にてロックを解除をしていただくようご調整ください。
またそれ以外の表示につきましては、移管元にてドメインの状況をご確認ください。



※1 gTLDドメインの移管には、 と呼ばれる半角英数字記号で構成された
認証キー(別名 『ＥＰＰ ＫＥＹ』 や 『Ａｕｔｈｏｒｉｚａｔｉｏｎ code』 とも呼ばれます)が必要です。

※2 有効期限が設けれらているため、移管申請をお申し込みいただく直前にご用意ください。
※3 発行後、該当ドメインに対しＷｈｏｉｓ情報の変更などを行うと、先に発行した『Ａｕｔｈｃｏｄｅ』 が無効になる場合があります。

発行は、移管準備作業の最後に行うようにしてください。
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下記の準備作業が完了していないドメインは、CPIでは転入移管をお受けできません。
移管元にて対応方法をご確認いただき、準備を整えた後にお申し込み下さい。

０３．お申し込み前 準備作業 （４）

□ 移管元にて別の手続きを申請していない

□ 前回の移管より60日以上経過している

□ Authcode発行済み ※1～※3

移管前チェックシートⅡ

Ａｕｔｈｃｏｄｅ （オースコード）

お手続きの順番が重要となりますので、チェックシートⅡはチェックシートⅠ完了後にご対応ください。
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マイページにログインする。1 「ご契約一覧」 をクリックする。2

画面上部のメニューより、「ご契約一覧」をクリックします。マイページのURLは、https://mypage.cpi.ad.jp/ です。

※ 契約サービスや契約形態、仕様変更によっては、マイページの画面が多少異なる場合があります。

０４．マイページでのお申し込み手順
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※ 契約サービスや契約形態、仕様変更によっては、マイページの画面が多少異なる場合があります。

対象ドメイン名で検索する。 「詳細」 をクリックする。

「プラン名」には、(マルチドメイン・バーチャルドメイン・ACE01等)
サーバーのご契約プラン名が表示されているかを必ずご確認ください。

対象ドメイン名を入力し、検索します。

０４．マイページでのお申し込み手順 （２）



０４．マイページでのお申し込み手順 （３）

「CPIへのドメイン移管」をクリックする。
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1 ドメイン名を選択し、申し込む。2

案内をご一読いただいた上、対象ドメインを選択し画面を進めてください。画面下部メニューより、「CPIへのドメイン移管」をクリックします。

※ 契約サービスや契約形態、仕様変更によっては、マイページの画面が多少異なる場合があります。
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０５．お申し込み後の流れ

管理ツール「マイページ」より、ドメイン転入移管をお申し込みいただくと、

請求担当にて、ご契約情報に登録中の請求先ご担当者様宛に、移管申請費の請求情報をお送りします。

移管申請費：3,300円（税込）

ＣＰＩ にて移管申請費のご入金が確認できましたら、該当ドメインの状態の最終確認を行い

問題がなければ移管申請を開始し、ドメイン担当より管理先ご担当者様メールアドレス宛に
下記の件名で 『移管開始連絡メール』 をお送りいたします。

件名： 【重要】指定事業者変更申請（移管申請）開始のお知らせ＜お申し込みドメイン名＞

送信元メールアドレス： ｄｏｍａｉｎ＠ｃｐｉ．ａｄ．ｊｐ
送信先メールアドレス： ＣＰＩ に登録した管理先ご担当者様メールアドレス

マイページより移管申請をお申し込みいただいた後は・・・

早々に弊社 までご連絡ください。申請の進捗状況によっては、弊社でキャンセル処理が行えない場合もございます。
予めご容赦ください。

● 移管申請のキャンセルについて



０４．お申し込み後の流れ （２）
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※レジストラでの意向により、承認メールの内容等が変わる場合があります。予めご容赦下さい。

CPIにて移管を開始すると、弊社指定のドメイン管理団体(日本レジストリサービス)より
移管承認メールが届きます。
下記のメールが移管承認メールです（ご参考ください）

本メールに記載されているURLにアクセスし、承認作業をご対応下さい。

--------------------------------------------------------------------
件名 ： [JPRS] レジストラトランスファー承認手続きのご案内

送信元 ： info@jprs.jp

送信先 ： ★★★@●●.com

--------------------------------------------------------------------
本文 ： ●●.comご担当者様

＜レジストラトランスファー承認手続きのご案内＞

株式会社日本レジストリサービス（JPRS）は、yyyy年mm月dd日に、当社を新たな管理レジストラとするレジストラトランスファー申請を受理いたしました。

対象ドメイン名：●●.com 

---省略いたします---------------

以下の手順に沿って、お手続きを完了させてください。

★ご注意
yyyy年mm月dd日 tt時tt分tt秒までにお手続きが完了しなかった場合は●●.comは当社へレジストラトランスファーされません。

1. 下記のURLへアクセスしてください。

https://web.register.jprs.jp/gtd-registrat-web/GtdRegistr●ntWeb?acti●●=registr&TransferReq1a6a2be81d 

2. リンク先ページの内容をご確認いただき、当社の登録規約の内容にご同意いただいた上で、レジストラトランスファーを承認する場合は

「承認」ボタンを押してください。不承認の場合は、「不承認」ボタンを押してください。

3. 承認された場合は、現在の管理レジストラが申請を拒否しない限り、 5日以内に当社へのレジストラトランスファーが完了します。
不承認の場合は、ドメイン名はトランスファーされません。
※本メールは、●●.comのWhoisデータベースにおいて、Adminコンタクトとして登録されている方へお送りしています。

--------------------------------------------------------------------



０４．お申し込み後の流れ （３）
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※レジストラでの意向により、承認画面が変わる場合があります。予めご容赦下さい。

承認作業完了画面承認作業対応画面

★★★＠●●.com

【承認】を選択

●●.com

半角小文字で入力して下さ

い
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０５．お申し込み後の流れ （４）

２通目の移管確認は、移管元（現在の管理事業者）でのルールにそって行われるため、
弊社では詳細な確認方法がわかりかねます。
対応方法は移管元（現在の管理事業者）にてご確認くださいますようお願いいたします。

※移管元（現在の管理事業者）にて特別な対応が設けられておらず、１通目の承認メール対応後に自動で
移管完了する場合もございます。

移管承認メール対応後は・・・
移管元(現在の管理事業者)指定のドメイン管理団体より移管確認が行われます。

移管元(現在の管理事業者)にて移管申請が承認されると、移管手続きは完了となり、
移管先（ＣＰＩ）にドメインの管理権限が移ります。

ＣＰＩ にて移管の完了を確認しましたら、ドメイン担当より管理先ご担当者様メールアドレス宛に
下記の件名で 『移管完了連絡メール』 をお送りいたします。

移管元（現在の管理事業者）にて移管申請が承認され、完了すると・・・

件名： 【重要】ドメイン名管理変更申請完了のお知らせ［お申し込みドメイン名］

送信元メールアドレス： ｄｏｍａｉｎ＠ｃｐｉ．ａｄ．ｊｐ
送信先メールアドレス： ＣＰＩ に登録した管理先ご担当者様メールアドレス

● ドメインに登録中のＤＮＳ情報について

ドメイン移管が完了しても、ＤＮＳ情報は自動的に変わりません。お客様のご予定にあわせて
運用サーバーを切り替えて、サーバー移転を完了させるには、
該当ドメインに対して登録されているＤＮＳの変更が必要となります。

ドメイン移管完了後のDNSの変更については、下記URLよりDNS変更マニュアルを参照の上、
お客様のご予定に併せてご対応下さい。
http://www.cpi.ad.jp/archives/pdf/domain/manual_dnschange_cpi.pdf

http://www.cpi.ad.jp/archives/pdf/domain/manual_dnschange_cpi.pdf
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０５．お申し込み後の流れ （５）

移管申請が不承認になると、ＣＰＩ へ連絡が届くようになっています。

ＣＰＩ にて移管申請の不承認を確認しましたら、ドメイン担当より管理先ご担当者様メールアドレス宛に
下記の件名で 『移管不承認連絡メール』 をお送りいたします。

件名： 【重要】指定事業者変更申請（移管申請）不承認のお知らせ＜お申し込みドメイン名＞

送信元メールアドレス： ｄｏｍａｉｎ＠ｃｐｉ．ａｄ．ｊｐ
送信先メールアドレス： ＣＰＩ に登録した管理先ご担当者様メールアドレス

移管申請が不承認となった場合・・・

『移管不承認連絡メール』 を元に、不承認理由の解消を移管元（現在の管理事業者）でご調整ください。

なお、「不承認」となった移管申請にお支払いいただいた移管申請費は流用が可能です。
不承認理由が解消されましたら、上記の『移管不承認連絡メール』に返信して、移管の再希望をご連絡ください。

● 移管申請の再申し込みについて

不承認の理由については、上記メールにてご案内いたしますので、

そちらの内容を元に、移管元（現在の管理事業者）へお問い合わせ願います。

※ 管理ツール「マイページ」からの再申し込みは、【 不要 】 です。
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● サーバーの設定や機能、運用に関するお問合せ

ＣＰＩ技術サポート担当 ／ support@cpi.ad.jp

● ドメインの取得や管理、移管に関するお問合せ

ＣＰＩドメイン担当 ／ domain@cpi.ad.jp

●お支払い・請求に関するお問合せ

ＣＰＩ請求担当 ／ accounting@cpi.ad.jp

ＣＰＩのサーバーを運用するにあたりご不明な点は、下記の窓口までご連絡ください。

今後ともＣＰＩのサービスをよろしくお願いいたします。

０６．お問い合わせ先


